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新
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

輝
か
し
い
新
春
を
、
皆
様
お
揃
い
で

健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、
相
楽
東
部
広
域
連
合
の

運
営
に
ご
協
力
、
ご
指
導
賜
り
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
、
当
地
域
に
お
き
ま
し
て
は
、

幸
い
に
も
台
風
等
の
自
然
災
害
も
な

く
平
穏
の
う
ち
に
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
し
か
し
東
部
３
町
村
に

と
っ
て
は
極
め
て
課
題
の
多
い
時
代

へ
と
変
貌
の
現
状
で
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　

国
は
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
、
笠
置
町

に
お
い
て
も
地
方
版
総
合
戦
略
を
策

定
し
、
今
後
５
ヶ
年
で
取
り
組
む
施

策
を
掲
げ
、
暮
ら
し
続
け
た
い
、
住

み
続
け
た
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
人
口
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
、
都
会
へ
の
一
極

集
中
を
是
正
、
地
方
の
あ
り
方
を
再

発
見
し
、
地
方
の
魅
力
を
再
検
討
す

る
中
で
、
少
子
高
齢
化
に
対
応
し
、

地
域
の
環
境
整
備
と
活
性
化
を
目
標

に
、
自
治
体
の
取
り
組
み
は
正
に
正

念
場
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

相
楽
東
部
３
町
村
に
お
い
て
も
、

業
務
連
携
に
よ
る
広
域
行
政
を
推
進

し
、
当
面
す
る
政
策
課
題
の
解
決
に

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
特
に
少
子
化
が
進
む
中
で
教

育
の
充
実
を
図
る
、
環
境
事
業
等
の

施
策
を
強
力
に
推
進
す
る
な
ど
広
域

行
政
な
ら
で
は
の
特
色
あ
る
施
策
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

東
部
３
町
村
は
豊
か
な
自
然
、
歴

史
、
文
化
を
有
す
る
地
域
で
あ
り
、

人
々
の
心
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
な
る
美

し
い
風
土
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
豊

か
な
資
源
を
次
世
代
へ
と
引
き
継
ぐ

た
め
、
住
民
の
皆
様
方
と
と
も
に
、

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
一

層
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
住
民
の
皆
様
方
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。　

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か

し
い
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た

平
素
は
町
行
政
の
推
進
に
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り
厚
く
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
は
和
束
町
第
４
次
総

合
計
画
後
期
基
本
計
画
の
初
年
度
に

あ
た
り
、
こ
こ
に
改
め
て
、
こ
れ
ま

で
住
民
の
皆
様
と
協
働
し
て
進
め
て

き
た
地
域
再
生
法
に
よ
る
“茶
源
郷

と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
”
や
今
回
、

国
に
お
い
て
新
た
に
示
さ
れ
た
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

に
基
づ
い
た
本
町
の
地
方
創
生
総
合

戦
略
と
の
整
合
を
も
図
り
な
が
ら
、

本
町
が
目
指
し
て
き
た
「
ず
っ
と
暮

ら
し
た
い　

活
力
と
交
流
の
茶
源
郷

づ
く
り
」
に
今
後
共
一
層
推
進
し
て

い
く
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
京
都
府
で
は
本
町
の
茶
畑

景
観
を
含
め
た
府
南
部
の
宇
治
茶
の

産
地
を
「
お
茶
の
京
都
」
と
し
て
、

更
に
文
化
庁
か
ら
は
同
地
域
を
「
日

本
遺
産
」
と
し
て
認
定
を
頂
く
な
ど
、

昨
年
は
今
後
の
「
世
界
遺
産
」
の
取

り
組
み
に
向
け
て
も
大
き
く
前
進
し

た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の

間
の
一
連
の
取
り
組
み
に
は
、
今
回

の
「
地
方
創
生
」
に
見
ら
れ
る
一
部

広
域
性
の
重
視
と
相
俟
っ
て
、
今
後

の
京
都
府
南
部
で
の
広
域
連
携
に
つ

い
て
部
分
的
で
は
あ
り
ま
す
が
一
定

の
方
向
を
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
う
し
た
時
、
相
楽
東
部
広
域

連
合
と
し
て
も
連
合
を
軸
と
し
て
更

に
広
域
行
政
の
拡
充
に
努
め
、
そ
れ

ぞ
れ
が
お
互
い
の
地
域
力
を
生
か
し
、

地
域
に
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、
生
き

が
い
の
実
感
で
き
る
ふ
る
さ
と
づ
く

り
に
一
層
邁
進
す
る
所
存
で
あ
り
ま

す
の
で
、
今
後
共
引
き
続
い
て
ご
指

導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の

ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

新
年
ご
挨
拶

新
年
ご
挨
拶

相楽東部広域連合　連合長
笠置町長　松本　勇

和束町長　堀　忠雄
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平
成
28
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
方
に
は
お
健
や
か
に

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

南
山
城
村
で
は
人
口
減
少
・
少
子

化
・
高
齢
化
が
進
み
、
農
業
後
継
者
、

介
護
・
福
祉
職
不
足
な
ど
の
課
題
が

山
積
し
、
定
住
対
策
が
大
き
な
テ
ー

マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
は
、
地
方
が
地
域
特
性
を
活
か

し
な
が
ら
独
自
の
施
策
を
展
開
し
て

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
施
策

「
地
方
創
生
総
合
戦
略
」
の
策
定
を
提

唱
し
て
い
ま
す
。

　

村
で
は
、
第
４
次
総
合
計
画
に
基

づ
き
、「
道
の
駅
」を
は
じ
め「
定
住

促
進
」「
子
育
て
支
援
」
な
ど
の
各

般
の
施
策
を
展
開
し
、
人
口
３
千
人

維
持
の
た
め
の
「
南
山
城
村
地
域
創

生
総
合
戦
略
」
を
ま
も
な
く
取
り
ま

と
め
、
村
民
の
皆
さ
ん
に
は
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
ご
意
見
を
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

来
年
春
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
い

る
「
道
の
駅
」
は
、
昨
年
末
に
敷
地

造
成
に
着
手
し
本
年
６
月
頃
に
は
道

の
駅
本
体
の
建
築
を
開
始
し
て
オ
ー

プ
ン
時
ま
で
に
は
予
定
ど
お
り
完
成

す
る
運
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、昨
年
末
に
運
営
母
体「
株
式

会
社
南
山
城
」を
設
立
し
ま
し
た
。

　

運
営
開
始
に
向
け
て
本
格
的
な
準

備
作
業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
新
施
設
で「
村
民
の
力
」を
如

何
に
結
集
し
て
「
ど
ん
な
も
の
（
特

産
品
等
）」
を
提
供
し「
南
山
城
村
」を

ど
の
よ
う
に
発
信
し
て
い
く
か
が
大

き
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
人
口
３
千

人
の
維
持
の
カ
ギ
に
な
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、「
村
で
住
み
続
け
る
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
、
魅
力
あ
る

村
づ
く
り
に
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

地
域
の
方
々
、
保
護
者
の
皆
様
に

は
、
お
健
や
か
に
輝
か
し
い
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
皆
様

の
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

　

旧
年
中
、
皆
様
方
に
は
、
広
域
連

合
の
教
育
行
政
に
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ

ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

管
内
の
小
・
中
学
校
で
は
、
小
規

模
校
の
特
性
、
広
域
連
合
の
よ
さ
を

活
か
し
た
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
小
小

連
携
に
よ
る
合
同
学
習
、
中
中
連
携

に
よ
る
合
唱
及
び
意
見
交
流
は
大
き

な
成
果
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。
本
年

度
ス
タ
ー
ト
し
た
『
心
を
潤
す
お
茶

の
時
間
』
も
、
児
童
生
徒
に
好
評
の

よ
う
で
す
。
ま
た
、各
種
コ
ン
テ
ス
ト

等
に
お
け
る
知
事
賞
の
受
賞
、
陸
上

で
は
全
国
大
会
へ
の
出
場
な
ど
、
子

ど
も
た
ち
は
文
武
両
面
で
対
外
的
に

も
大
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
教
育
を
巡
る
社
会
の

動
向
に
目
を
向
け
れ
ば
、
少
子
高
齢

化
の
進
行
、
地
方
創
生
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
や
高
度
情
報
化
の
進
展
、
貧
困

問
題
等
々
が
見
え
て
き
ま
す
。
ま
た
、

学
校
教
育
制
度
の
見
直
し
、ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
核
と
す
る
学
習

指
導
要
領
の
改
訂
な
ど
、
国
の
動
き

に
も
着
目
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

明
け
て
新
年
。
教
育
委
員
会
と
し

ま
し
て
は
、
こ
れ
ら
社
会
の
動
向
及

び
国
の
動
き
を
し
っ
か
り
と
踏
ま
え

た
上
で
、さ
ら
な
る〝
連
合
な
ら
で
は
〟

の
教
育
を
展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
不
易
と
流
行

を
見
極
め
た
教
育
行
政
が
求
め
ら
れ

て
い
る
今
、
足
元
を
見
つ
め
、
周
り

を
見
渡
し
、
先
々
を
見
通
す
力
、
即

ち
『
展
望
す
る
力
』
を
大
い
に
発
揮

し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

保
護
者
の
皆
様
、
地
域
の
皆
様
に

は
、
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
ご
挨
拶

新
年
ご
挨
拶

特　集特　集

相楽東部広域連合教育委員会
教育長　西本　吉生

南山城村長　手仲　圓容
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第26回笠置解放文化祭
　11 月 29 日（日）、笠置会館・児童館において、笠置解
放文化祭が開かれました。笠置解放文化祭は、人権確立
の社会をめざし、交流を深め、新しい文化を創造するこ
とを目標とする、今年で26回を迎える秋の恒例行事です。
　笠置保育所や笠置小学校の子どもたちによる太鼓の演
奏や、笠置中学校の生徒による意見発表をはじめとする
ステージイベント、「絆：きずこう・ずっと・なかま」のテー
マに沿った作品展示などがおこなわれました。昼前から
は模擬店も開かれ、多くの来場者で賑わいました。最後
にはビンゴ大会もおこなわれ、会場は大いに盛り上がり
ました。
　冬の訪れを感じる寒さのなか、様々な催しを通して老
若男女みんなの心が温まる一日でした。

笠置小学校 地域学習発表会

和束中学校奉仕体験学習

　12 月 19 日（土）、笠置小学校で地域学習発表会がおこなわれました。
　1・2 年生は「笠置のステキ」を探しに笠置キャンプ場や笠置山もみじ公園などを訪ね、そこで見たりイ

ンタビューしたりしたことについて発表しました。3・4 年生
は米作りをはじめとする笠置の農業について調べ、鳥獣害や
後継者不足の問題について考えたり実際に農作業を体験した
りしたことを発表しました。5・6 年生は笠置の自然や歴史的
建造物、昨年度考えた笠置の名産品「カッキークッキー」を
作る様子など、笠置にある数々の魅力について「笠小テレビ」
と題して伝えました。
　その後、1・2 年生、3・4 年生、5・6 年生による和太鼓演
奏と全校生徒による『ふるさと』の合唱がおこなわれました。
　児童たちはこの取組を通じて、自分の住む地域を誇りに思
う心を育み、創造性豊かな生活につなげていくことでしょう。

　12 月８日（火）と９日（水）の２日間、和束中学校の２年生が役場などの町内の事業所で地域貢献活動
として奉仕体験学習をおこないました。
　このうち、女子生徒２名は役場総務課での広報活動に同行し、茶源郷行政情報配信システム（光ボックス）
に掲載する動画の撮影と編
集を体験しました。
　また、男子生徒３名は中
央浄水場でろ過池の泥の除
去作業を体験しました。
　生徒たちはこれらの体験
をとおしてふるさと和束へ
の関心を高め、また地域社
会との交流を深めたようで
す。

笠置町

笠置町

和束町

まちの話題まちの話題

スコップを手に泥の除去民生児童委員協議会の清掃活動を取材

太鼓の演奏に合わせて神輿を担ぐ笠置小学校の児童

「カッキークッキー」について説明する5・6年生
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　11 月 26 日（木）に、京都府による災害に強い山づくり学習会が開かれました。
　南山城小学校 5 年生を対象に、自然との共生と山地災害のメカニズムについてクイズを交え、京都府立
大学三好岩生先生に講演をいただきました。その後、京都府森林保全課より土石流の発生する過程や治山
施設の効果、森林の持
つ 様 々 な 機 能 に つ い
て、視覚的に分かりや
すいよう治山ダム土石
流実験装置「がんばれ
治山くん」を使って説
明いただきました。子
どもたちは終始熱心に
学習会に取り組んでい
ました。

　毎年、教育委員会では京都府からの助成を受け、地域における
舞台芸術振興・次世代体験推進事業と題し、本物の舞台芸術の鑑
賞に加え体験教室やワークショップを実施していますが、本年度
は 12 月６日（日）、「杵家七三社中コンサート　～新たな時代へ
和楽器えぼりゅーしょん～」がやまなみホールにて開かれました。
　打楽器体験コーナーでは締太鼓や木魚などの指導を受けた後、
出演者と一緒にソーラン節を演奏しました。会場からの歌声が５
名の子どもたちを温かく包み込み、ホール全体が一つの空間を創
り出したひとときでした。
　国内トップクラスの杵家七三社中のみなさんが織り成す音色
は、佳館杏ノ助さんの力強い歌声と共に舞台から溢れ出し、私た
ちを新たな和楽器の世界へと誘ってくれました。

災害に強い山づくり学習会

杵
き ね

家
い え

七
な

三
み

社
し ゃ

中
ち ゅ う

コンサート
～新たな時代へ　和楽器えぼりゅーしょん～

和束町

南山城村

南山城村

まちの話題まちの話題

｢自然の恵みと脅威を知ろう｣ 三好先生の講演 「がんばれ治山くん」実験装置で治山施設の大切さ
を実感！

午前の交流会の様子 午後からの体験ウォークで碾茶工場を見学

～和束町でやましろ観光ボランティアガイド交流会を開催～
　12 月 10 日（木）、やましろ観光ボランティアガイド交流会がグリンティ和束で開かれ、山城地域でボラ
ンティアガイドを行う方々約 50 名が集まり親交を深められました。
　午前の部は、それぞれの地域で考案したツアープランを発表、意見交換を行い、その後は、お茶の淹れ
方教室で普段とは違うおいしいお茶の淹れ方を体験されました。
　休憩時には、地元、恋茶グループのお茶づくし弁当で、飲むだけではないお茶の魅力を楽しまれました。
　さらに午後からは、和束・茶源郷ガイドの会のみなさんが考案した、和束町の魅力が満載の体験ウォー

クで町内を散策され、京都府景観資産
に登録されている茶畑の風景や弥勒磨
崖仏、碾茶工場を見学されました。ツ
アーの途中には、和束のお茶を使った
茶団子を食べるプランもあり、参加者
のみなさんには、和束町の魅力を再発
見していただけたのではないでしょう
か。
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昔懐かしい手作りこんにゃく
　12 月５日（土）、大人も WakuWork 体験事業『手
作りこんにゃく教室』が、和束町社会福祉センターで
おこなわれました。
　今年度で５回目を迎えるこのイベントは、南山城村
食生活改善推進員協議会あゆみ会のみなさんを講師に
むかえ、昔ながらのこんにゃくの作り方を伝授してい
ただくということで、たいへん人気ある教室です。
　３町村でも、畑でこんにゃく芋を栽培し、こんにゃ
くを手作りされているご家庭も多くありますが、その
作り方は様々です。
　今回は若い世代の参加もあり、あゆみ会のみなさん
もお母さんのように、優しくユーモアたっぷりに指導
されていました。

　11 月 26 日（木）、女性学講座秋の管外研修がおこ
なわれ、奈良県桜井方面へ出かけました。
　午前中は、三輪そうめんの老舗「山本」でそうめん
の手延べ体験をしました。指導員から丁寧に説明を受
けた後、実際に自分たちでそうめんを延ばす作業に、
麺が切れてしまうのではと心配しながらも、最後には
とても楽しかったと喜んでおられました。
　また、午後は紅葉の名所「談山神社」へ赴き、重要
文化財に指定されている本殿や十三重塔を見学しまし
た。
　３町村から参加された受講生は、行き帰りのバスの
中や昼食場所を利用して交流を深めていました。

錦秋の三輪　彩り纏う談山神社

３町村保育園餅つき
　年末を迎える恒例の行事として、３町村の保育園で餅つきがおこなわれました。
　和束保育園では 12 月 10 日（木）、保護者会との共催による餅つきがおこなわれ、園庭に杵と臼が用意さ
れると、子どもたちは今か今かと待ち構えた様子でした。最初は保護者が力強くもち米をついていき、あ
る程度餅になってきたところで子どもたちと交代しました。
子どもたちも大人に負けないように、先生や友だちのかけ声
にあわせて一生懸命杵を振り上げていました。
　また、12 月 11 日（金）には笠置保育所と南山城保育園
でもそれぞれ餅つきがおこなわれ、大きな臼に入ったもち米
を、みんなで順番に力いっぱいつき、「よいしょ！よいしょ！」
のかけ声が園内いっぱいに響き渡りました。
　どの保育園でもつきたての餅はおやつの時間などに子ども
たちに配られ、みんなで「美味しいね」と言いながら楽しく
味わっていました。

３町村

連　合

連　合

まちの話題まちの話題

笠置保育所餅つき

そうめんの手延べ体験

意外と力のいる作業に奮闘する受講生
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所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
・
住
民
税
の
申
告
準
備
は
お
早
め
に

　

ま
も
な
く
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
と
住
民
税
の
申
告

の
時
期
を
迎
え
ま
す
。
申
告
は
１
年
間
の
所
得
の
総
決
算
で
、
公
平
な
課
税

や
証
明
の
資
料
に
な
る
大
切
な
も
の
で
す
。
早
め
に
準
備
し
て
期
限
内【
２

月
16
日（
火
）～
３
月
15
日（
火
）】に
申
告
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

○
確
定
申
告

　

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
毎
年
１
月
１
日
か
ら
12

月
31
日
ま
で
の
１
年
間
に
生
じ
た
す
べ
て
の
所
得
の
金
額
と
そ
れ
に
対
す
る

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
額
を
計
算
し
、
申
告
期
限
ま
で
に
確
定
申

告
書
を
提
出
し
て
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金
や
予
定
納
税
で
納
め
た
税
金
な

ど
と
の
過
不
足
を
精
算
す
る
手
続
き
で
す
。

　

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
は
、
自
分
の
所
得
状
況
等
を
最
も
よ
く

知
っ
て
い
る
皆
さ
ん
自
身
が
、
自
ら
税
法
に
従
っ
て
所
得
と
税
額
を
正
し
く

計
算
し
、納
税
す
る
と
い
う「
申
告
納
税
制
度
」を
採
用
し
て
い
ま
す
。「
申
告

納
税
制
度
」で
は
、
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
が
期
限
内
に
申
告
し
な

か
っ
た
り
、
納
税
を
行
わ
な
い
と
、「
加
算
税
」や「
延
滞
税
」が
課
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
還
付
申
告
の
方
は
、
２
月
15
日
（
月
）
以
前
で
も

申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
申
告
に
際
し
て
の
注
意
事
項
等　
（
お
願
い
）

①
申
告
書
、
印
鑑
、
給
与
や
年
金
所
得
の
源
泉
徴
収
票
、
国
民
年
金
保
険
料

控
除
証
明
書
・
生
命
保
険
料
や
地
震
保
険
料
控
除
証
明
書
な
ど
控
除
に
必

要
な
書
類
、
ま
た
は
還
付
を
受
け
る
た
め
に
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方
は
本

人
名
義
の
金
融
機
関
の
口
座
番
号
が
確
認
で
き
る
も
の
等
、
必
要
な
書
類

を
整
理
の
上
、
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

②
事
業
所
得（
農
業
・
営
業
等
）や
不
動
産
所
得
の
あ
る
方
は
、収
支
内
訳
書

を
作
成
の
上
、
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
る

方
は
、
領
収
書
を
、
医
療
を
受
け
た
人
・
医
療
機
関
別
に
整
理
し
て
そ
れ

ぞ
れ
の
合
計
額
等
を
記
載
し
た
明
細
書
を
事
前
に
自
宅
で
作
成
し
、
領
収

書
と
と
も
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
会
場
は
混
雑
し
ま
す
の
で
、
未
整
理
の

ま
ま
お
越
し
に
な
り
ま
す
と
他
の
方
の
待
ち
時
間
が
大
変
長
く
な
り
ま

す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

③
確
定
申
告
書
の
用
紙
は
、
税
務
署
よ
り
前
年
の
申
告
内
容
に
基
づ
い
て
申

告
が
必
要
と
思
わ
れ
る
方
に
あ
ら
か
じ
め
送
付
さ
れ
ま
す
が
、
用
紙
は
す

べ
て
の
方
に
送
付
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
送
付
さ
れ
て
い
な
い

方
で
あ
っ
て
も
申
告
が
必
要
と
思
わ
れ
る
方
は
、
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
告
書
の
用
紙
は
、
役
場
も
し
く
は
申
告
会
場
に
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

確
定
申
告
書
の
用
紙
に
代
わ
っ
て「
お
知
ら
せ
ハ
ガ
キ
」ま
た
は「
お
知
ら

せ
通
知
書
」が
送
付
さ
れ
た
方
は
、「
お
知
ら
せ
ハ
ガ
キ
」ま
た
は「
お
知

ら
せ
通
知
書
」を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

行　政行　政

④
譲
渡
所
得
（
土
地
等
の
売
却
）
に
つ
い
て
は
宇
治
税
務
署
の
申
告
会
場

　
【
２
月
16
日（
火
）～
３
月
15
日（
火
）　

開
設
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５

時
】
で
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑤
公
的
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ

　

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
あ
り
、か
つ
、公
的
年
金
等

に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、
所
得

税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、右
記
に
該
当
さ
れ
る
方
で
あ
っ
て
も
、所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税

の
還
付
を
受
け
る
た
め
に
は
、確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
が
あ
り
、
そ
の
所
得
金
額
が

20
万
円
以
下
で
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
で
な

い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
町
村
府
民（
住
民
）税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

⑥ 

申
告
会
場
の
お
知
ら
せ

◎
宇
治
税
務
署　

２
月
16
日（
火
）～
３
月
15
日（
火
）

　

開
設
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
申
告
会
場
の
混
雑
状
況
に
よ
っ
て
は
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
や
早

め
に（
午
後
４
時
頃
）受
付
を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
確
定
申
告
期
間
中
、
税
務
署
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
ご
来
署
さ
れ
る
場

　

合
は
、
比
較
的
余
裕
の
あ
る
２
月
下
旬
か
ら
３
月
初
旬
を
お
勧
め
し
ま
す
。

※
申
告
会
場
へ
お
越
し
に
な
る
際
に
は
、
電
車
・
バ
ス
等
の
公
共
の
交
通
機

関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
２
月
15
日（
月
）以
前
は
還
付
申
告
に
限
り
ま
す
。

※
土
・
日
・
祝
日
は
開
設
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
２
月
21
日（
日
）、
２
月
28
日

（
日
）に
限
り
、
日
曜
日
で
も
開
設
し
て
い
ま
す
。

⑦
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税

の
確
定
申
告
書
を
提
出
さ
れ
た

方
は
、
住
民
税
申
告
書
の
提
出

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

⑧
申
告
は
、
住
民
税
や
国
民
健
康

保
険
税
・
介
護
保
険
料
を
計
算

す
る
た
め
の
基
礎
資
料
と
な
る

ほ
か
、
医
療
制
度
や
児
童
手
当

な
ど
各
種
制
度
と
の
関
連
が
あ

り
ま
す
。
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の

制
度
上
、
所
得
が
無
い
方
や
年

金
受
給
者
の
方
で
非
課
税
の
年

金
で
あ
る
障
害
・
遺
族
・
福
祉

年
金
の
み
を
受
給
さ
れ
て
い
る

方
等
で
も
、
住
民
税
申
告
が
必

要
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
告
を
し
て
い
た
だ
か
な
い
と

判
定
が
で
き
ず
、
不
利
益
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

○
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

◇
給
与
支
払
報
告
書

給
与
を
支
払
っ
て
い
る
人（
支

払
者
）は
受
け
て
い
る
人（
受
給

者
）に
、前
年
中
に
支
払
っ
た
給

与
の
金
額
、
扶
養
親
族
の
数
、

社
会
保
険
料
な
ど
の
必
要
事
項
を
記
入
し
た
「
給
与
支
払
報
告
書
」を
受

給
者
の
１
月
１
日
現
在
の
住
所
地
の
市
町
村
税
務
担
当
課
へ
、２
月
１
日

（
月
）ま
で
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
償
却
資
産
申
告
書

商
店
や
農
業
な
ど
を
営
ん
で
い
る
人
で
、事
業
に
必
要
な
機
械
、器
具
、

備
品
な
ど
の
事
業
用
資
産
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、毎
年
１
月
１
日
現
在

の
資
産
所
有
状
況（
資
産
の
種
類
、取
得
価
格
、取
得
時
期
、耐
用
年
数
な

ど
）を
市
町
村
税
務
担
当
課
へ
２
月
１
日
（
月
）
ま
で
に
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先

　
　

宇
治
税
務
署　
　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
44
・
４
１
４
１

　
　

笠
置
町　

税
住
民
課　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１（
代
）

　
　

和
束
町　

税
住
民
課　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
１（
代
）

　
　

南
山
城
村　

税
財
政
課　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
３（
直
通
）

※
還
付
申
告
を
さ
れ
る
場
合
は
２
月
15
日（
月
）以
前
で
も
申
告
書
等
を
提
出
で
き
ま
す
。

※
各
会
場
と
も
土
・
日
・
祝
日
は
開
設
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

※
混
雑
の
状
況
に
よ
り
、
早
め
に
申
告
相
談
の
受
付
を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が

　

あ
り
ま
す
。

２
月
16
日（
火
）～

２
月
24
日（
水
）

２
月
５
日（
金
）～

２
月
12
日（
金
）

２
月
４
日（
木
）～

２
月
12
日（
金
）

２
月
３
日（
水
）　

２
月
４
日（
木
）

２
月
２
日（
火
）　

２
月
３
日（
水
）

開
設
期
間

◎
宇
治
税
務
署
以
外八

幡
市
文
化
セ
ン
タ
ー

宇
治
市
産
業
会
館

多
目
的
ホ
ー
ル

木
津
川
市
中
央
交
流
会
館

い
ず
み
ホ
ー
ル

京
田
辺
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ホ
ー
ル

城
陽
市
立
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
告
会
場

受
付
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

開
設
時
間

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

　　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

受
付
時
間
等

7



行　政行　政

笠
置
町
長
選
挙
立
候
補
予
定
者
説
明
会

　

任
期
満
了
に
伴
う
笠
置
町
長
選
挙
を
、
３
月

15
日
（
火
）
告
示
、
３
月
20
日
（
日
）
投
開
票

の
日
程
で
お
こ
な
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
先
立
ち
ま
し
て
、
立
候
補
予
定
者
に
対

す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
立
候
補
予
定
者
、

ま
た
は
そ
の
代
理
の
方
は
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
出
席
者
は
１
候
補
者
に
つ
き
３
人
ま

で
と
し
ま
す
。

日　

時　

２
月
２
日
（
火
）
午
後
１
時
30
分
～

場　

所　

笠
置
町
産
業
振
興
会
館　
１
階
会
議
室

そ
の
他　

説
明
会
に
出
席
さ
れ
る
方
は
、
必
ず

出
席
さ
れ
る
方
の
印
鑑
（
認
め
可
）
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

笠
置
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
笠
置
町
総
務
財
政
課
内
）

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１（
代
）

平
成
28
・
29
年
度
入
札
資

格
審
査
申
請
に
つ
い
て

（
和
束
町
）
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
の
中
間
受
付
に
つ
い
て

（
南
山
城
村
）

　

平
成
28
・
29
年
度
に
お
い
て
、
和
束
町
が
発

注
す
る
公
共
工
事
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業

務
、
物
品
・
役
務
等
の
納
入
に
関
す
る
指
名
競

争
入
札
参
加
資
格
申
請
の
受
付
を
左
記
日
程
で

お
こ
な
い
ま
す
。

受
付
期
間　

２
月
１
日（
月
）～
２
月
29
日（
月
）

※
申
請
書
類
は
和
束
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

　

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
役
場
総
務
課
に
て
配
布
も
お
こ
な
い
ま

　

す
。

問
合
せ　

和
束
町
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
１（
代
）

　

南
山
城
村
が
発
注
す
る
公
共
工
事
、
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
、
物
品
・
役
務
等
の
納
入

を
入
札
等
の
方
法
に
よ
り
受
注
し
よ
う
と
す
る

と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
入
札
参
加
資
格
の
審
査

申
請
が
必
要
で
す
。

　

平
成
28
年
度
分
の
中
間
受
付
を
左
記
の
日
程

で
お
こ
な
い
ま
す
。

※
昨
年
度
受
付
を
済
ま
せ
た
方
は
対
象
外
で
す
。

受
付
期
間　

２
月
１
日（
月
）～
２
月
29
日（
月
）

申
請
書
提
出
要
領
の
配
布

　

２
月
29
日（
月
）ま
で
建
設
水
道
課
に
て
配
布

し
ま
す
。

※
な
お
、
南
山
城
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公

　

開
し
て
い
ま
す

問
合
せ　

南
山
城
村
建
設
水
道
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
６
（
直
通
）

笠
置
町

人
権
啓
発
作
品
・
パ
ネ
ル
展

和
束
町
　
街
頭
啓
発

南
山
城
村
　
街
頭
啓
発

人
権
週
間
啓
発
活
動

　

12
月
４
日
（
金
）
か
ら
10
日
（
木
）
ま
で
は

「
人
権
週
間
」
で
し
た
。
笠
置
町
・
和
束
町
・
南

山
城
村
で
は
こ
の
期
間
を
中
心
と
し
て
、
人
権

意
識
の
普
及
・
高
揚
を
図
る
た
め
に
街
頭
啓
発

等
の
啓
発
活
動
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

笠
置
町
で
は
４
日
（
金
）、
Ｊ
Ｒ
笠
置
駅
前
と

ロ
ー
ソ
ン
笠
置
切
山
店
前
に
お
い
て
笠
置
町
人

権
擁
護
委
員
・
笠
置
町
同
和
教
育
推
進
協
議
会

の
合
同
に
よ
る
街
頭
啓
発
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

ま
た
、
４
日（
金
）か
ら
13
日（
日
）に
か
け
て
は

笠
置
町
産
業
振
興
会
館
に
て
笠
置
町
同
和
教
育

推
進
協
議
会
に
よ
る
人
権
啓
発
作
品
・
パ
ネ
ル

展
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

和
束
町
で
は
12
月
３
日（
木
）
～
12
月
９
日

（
水
）の
身
体
障
害
者
週
間
と
合
わ
せ
、
12
月
９

日（
水
）の
早
朝
に
、
部
落
解
放
・
人
権
政
策
確

立
要
求
和
束
町
実
行
委
員
会
と
和
束
町
身
体
障

害
者
協
議
会
の
共
催
に
よ
る
街
頭
啓
発
を
お
こ

な
い
、
啓
発
物
品
を
配
布
し
ま
し
た
。

　

南
山
城
村
で
は
12
月
４
日（
金
）に
村
内
各
駅

に
て
街
頭
啓
発
活
動
を
お
こ
な
い
、
多
く
の
み

な
さ
ん
に
人
権
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
持
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

３
町
村
の
住
民
の
誰
も
が
人
権
を
侵
害
さ
れ

る
こ
と
の
な
い
明
る
い
地
域
を
つ
く
る
た
め
に
、

一
人
ひ
と
り
が
普
段
か
ら
人
権
を
意
識
し
て
行

動
す
る
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
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「
健
康
寿
命
」を
ご
存
じ
で
す
か
。健

康
寿
命
と
は
健
康
に
は
問
題
が
な
い
状

態
で
日
常
生
活
を
送
れ
る
期
間
の
こ

と
で
す
。平
成
22
年
に
厚
生
労
働
省
が

発
表
し
た
健
康
寿
命
は
男
性
70
・
４
歳
、

女
性
73
・
６
歳
で
す
。
同
じ
年
の
平
均

寿
命
は
男
性
79
・
５
歳
、女
性
86
・
３
歳

で
す
の
で
、平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
の

差
は
実
に
男
性
９
・
１
年
、女
性
12
・
７

年
に
な
り
ま
す
。

　

世
界
で
も
屈
指
の
長
寿
国
の
日
本
で

は
、
年
々
、
平
均
寿
命
は
延
び
て
い
ま

す
。
し
か
し
健
康
寿
命
の
延
び
は
平
均

寿
命
に
追
い
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。自
立

し
た
生
活
が
送
れ
ず
寝
た
き
り
な
ど
の

介
護
を
必
要
と
す
る
期
間
が
延
び
て
い

る
の
で
す
。

　

要
支
援
や
要
介
護
に
な
っ
た
方
の
原

因
は
１
位 

運
動
器
の
障
害（
23
％
）、

２
位 

脳
血
管
障
害（
22
％
）、３
位 

認

知
症（
15
％
）
に
な
っ
て
い
ま
す
。
骨

や
筋
肉
、
関
節
、
神
経
な
ど
の
運
動
器

の
障
害
が
第
１
位
に
な
っ
て
い
る
の
で

す
。
運
動
器
の
障
害
で
介
護
を
必
要
と

す
る
状
態
の
こ
と
を
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
・

シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
ロ
コ
モ
）と
呼
ん
で

い
ま
す
。

　

運
動
器
の
障
害
が
進
む
と
、
骨
粗

し
ょ
う
症
が
進
ん
で
骨
が
弱
く
な
り
骨

折
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
転

ん
だ
だ
け
で
骨
折
し
て
し
ま
い
ま
す
。

気
づ
か
な
い
う
ち
に
背
骨
が
つ
ぶ
れ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
関
節
軟

骨
が
す
り
減
っ
て
膝
関
節
や
股
関
節
が

痛
み
、
曲
げ
伸
ば
し
が
十
分
に
出
来
な

く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

骨
や
筋
肉
量
の
ピ
ー
ク
は
20
～
30
才

保健・福祉保健・福祉
☆
平
成
28
年
度
保
育
園
入
所
申
込
み
の
受
付
け
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
☆

　

保
育
所
は
、
保
護
者
が
就
労
し
て
い
る
な
ど
に
よ
り
、

保
育
が
必
要
で
あ
る
乳
幼
児
を
保
護
者
に
か
わ
っ
て
保
育

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
施
設
で
す
。

　

４
月
１
日（
金
）か
ら
の
保
育
を
希
望
さ
れ
る
方
及
び
継

続
を
希
望
さ
れ
る
方
も
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

○
入
所
申
込
み
方
法

　

入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
南
山
城
保
育
園
ま
た
は

保
健
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
「
支
給
認
定
申
請
兼
入
所
申

込
書
」
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
記
入
等
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら

左
記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
４
（
直
通
）

○
受
付
期
間
（
申
込
書
の
配
布
は
１
月
８
日（
金
）か
ら
で
す
）

１
月
13
日（
水
）～
28
日（
木
）

○
受
付
場
所

南
山
城
保
育
所
・
南
山
城
村
保
健
福
祉
課

☆
平
成
28
年
度
児
童
ク
ラ
ブ
申
込
み
の
受
付
け
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
☆

　

南
山
城
村
で
は
親
の
就
労
支
援
か
ら
、
放
課
後
親
が
帰
宅

す
る
ま
で
、
小
学
校
の
児
童
が
楽
し
い
集
団
生
活
を
過
ご
す

こ
と
で
、
学
校
生
活
と
家
庭
生
活
を
結
び
つ
け
る
役
割
を
果

た
し
な
が
ら
、
同
時
に
児
童
の
健
全
育
成
を
は
か
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

○
対　

象

・
南
山
城
小
学
校
に
在
学
す
る
児
童
の
う
ち
小
学
校
１
～

６
年
生
で
次
の
条
件
に
該
当
す
る
児
童

・
保
護
者
の
就
労
に
よ
り
、
昼
間
保
護
者
が
い
な
い
児
童

・
保
護
者
及
び
家
族
が
病
気
又
は
看
護
の
た
め
、
適
切
な

　

家
庭
教
育
を
受
け
ら
れ
な
い
児
童

・
そ
の
他
特
に
必
要
と
認
め
る
児
童

南
山
城
保
育
園
入
所
申
込
み

南
山
城
村
児
童
ク
ラ
ブ
申
込
み

シ
リ
ー
ズ
　
相
楽
医
師
会
　
健
康
ア
ド
バ
イ
ス

そ
の
10
「
健
康
寿
命
を
延
ば
し
ま
し
ょ
う
」

台
で
す
。
し
か
し
適
当
な
運
動
で
刺

激
を
与
え
、適
切
な
栄
養
を
取
る
こ
と

で
強
く
丈
夫
な
運
動
器
を
維
持
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
弱
っ
た
骨
や
筋

肉
で
は
40
、50
才
台
で
身
体
の
衰
え
を

感
じ
や
す
く
な
り
、60
才
台
以
降
、思

う
よ
う
に
動
け
な
く
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　

運
動
習
慣
の
な
い
生
活
を
続
け
て

い
る
と
、
年
齢
を
重
ね
る
と
共
に
骨

や
筋
肉
な
ど
の
運
動
器
が
少
し
ず
つ

衰
え
て
い
き
ま
す
。
明
日
か
ら
で
も

適
切
な
運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
て
、

生
活
習
慣
を
見
直
し
て
健
康
寿
命
を

延
ば
し
て
く
だ
さ
い
。
ち
ょ
っ
と
し

た
工
夫
で
す
が
、
毎
日
の
生
活
で
次

の
よ
う
な
運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
る

こ
と
で
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が

出
来
る
の
で
す
。

毎
日
の
生
活
に「
＋
10
」の
習
慣
を
！

　
（
今
よ
り
10
分
多
く
身
体
を
動
か
す
こ
と
が
、

　

ロ
コ
モ
の
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
）

①
自
転
車
や
徒
歩
で
通
勤
す
る
。

②
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

　

で
は
な
く
階
段
を
使
う
。

③
掃
除
や
洗
濯
は
キ
ビ
キ
ビ
と
。
家

　

事
の
合
間
に
ス
ト
レ
ッ
チ
。

④
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
、
ロ
コ
ト
レ

　

や
ス
ト
レ
ッ
チ
。

⑤
仕
事
の
休
憩
時
間
に
散
歩
す
る
。

⑥
い
つ
も
よ
り
遠
く
の
ス
ー
パ
ー
ま

　

で
歩
い
て
買
い
物
に
行
く
。

⑦
近
所
の
公
園
や
運
動
施
設
を
利
用

　

す
る
。

⑧
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
参

　

加
す
る
。

⑨
休
日
に
は
家
族
や
友
人
と
外
出
を

　

楽
し
む
。

⑩
歩
幅
を
広
く
し
て
、
早
く
歩
く
。

（
厚
生
労
働
省
ア
ク
テ
ィ
ブ
ガ
イ
ド
２
０
１
３
）

　

飯
田
医
院　
　
　
　
　
　
　

　

飯
田　

泰
啓

○
開
設
時
間

下
校
時
か
ら
午
後
６
時

（
学
校
休
業
中
は
午
前
８
時
30
分
～
午
後
６
時
）

た
だ
し
、
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始【
12
月
29
日（
火
）

～
１
月
３
日（
日
）】は
休
み
で
す
。

な
お
、村
長
が
特
に
必
要
と
認
め
た
と
き
は
、開
設
日
ま

た
は
開
設
時
間
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
使
用
料

　

月　

額　

５
５
０
０
円
（
お
や
つ
代
含
む
）

○
設
置
場
所

　

南
山
城
村
児
童
ク
ラ
ブ

　

☎
０
７
４
３
・
93
・
３
７
２
０

　
（
南
山
城
保
育
園
２
階
地
域
支
援
交
流
室
）

　

南
山
城
村
第
２
児
童
ク
ラ
ブ

　

☎
０
８
０
・
８
３
０
９
・
３
８
８
６

（
南
山
城
村
農
村
婦
人
の
家
１
階
和
室
）

○
申
込
み
方
法　

　

保
健
福
祉
課
と
各
児
童
ク
ラ
ブ
に
あ
り
ま
す「
申
込

書
」に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、ご
提
出
く
だ
さ
い
。

○
受
付
期
間

２
月
１
日（
月
）～
16
日（
火
）

○
受
付
場
所

各
児
童
ク
ラ
ブ
・
南
山
城
村
役
場
保
健
福
祉
課

保
育
園
入
所
及
び
児
童
ク
ラ
ブ
申
込
み
の
問
合
せ

南
山
城
村
保
健
福
祉
課 

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
４（
直
通
）

⃝相楽休日応急診療所の診療体制
受付時間 午前 8 時 30 分～

午後 0 時 30 分
診療時間 午前 9 時から

症状によっては診察できない場合や京都山城総
合医療センターを紹介する場合があります。
受診前には電話でお問い合わせください。
２月の診療科目は次のとおりです。

（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目
　2 月 7 日（日） 内科・小児科
　2 月 11 日（祝・木） 小児科
　2 月 14 日（日） 小児科
　2 月 21 日（日） 内科・小児科
　2 月 28 日（日） 内科・小児科
※１月分については広報れんけい 12 月号をご覧
　ください。
問合せ　相楽休日応急診療所（相楽会館内）
　　　　☎ 0774-73-9988（直通）
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安心・安全安心・安全

毎年１月10日、
110番の日です！

　１１０番の適切な利用
　皆さんを取り巻く生活の中で、いつ事件・事故に巻
き込まれたり、出会ったりするか分かりません。

◦どろぼうやひったくりなどの被害に遭ったとき
◦交通事故に遭ったとき、交通事故を見かけたとき
◦けんかを見かけたとき

　などの場合は、出来るだけ早く１１０番通報しましょう。
　また、事件・事故に限らず

◦不審な人物を見たとき
◦爆発音や発射音など不審な物音を聞いた時
　など身近に不安を感じたときの場合も１１０番通報
　しましょう。

 要望・苦情・相談などは　＃ 9110 へ

薬物乱用は「ダメ」
　薬物乱用は周囲の人から誘われて好奇心や興味本
位で手を染めるケースが多くみられます。「やせられ
る。」「気分がよくなる。」などの甘い誘い文句や覚せ
い剤を「エス」「スピード」などと呼んで乱用薬物と
はわからないように誘われることもあります。「１回
ぐらいなら」と思っていても薬物の効果が切れると
また使いたくなり、次第に自分の意志では止められ
なくなります。
　また、薬物を入手するため恐喝や強盗、幻覚や妄
想等による弊害、殺人などの犯罪を起こし、自分だ
けでなく家庭の崩壊、社会生活の破壊を招く要因と
なります。
　薬物乱用に対する理解を深め、絶対に手を出さな
いという自覚が大切です。

　昭和 24 年１月 26 日に、法隆寺金堂から出火した火災によって、
世界的至宝と言われた金堂の壁十二面に描かれた仏画の大半が焼損
しました。我が国の文化財建造物は大多数が木造であり、美術工芸
品も木、紙、布等燃えやすい材質により造られているものが多く、
常に火災による焼損の危険にさらされています。このような被害か
ら文化財を守るとともに、国民の文化財愛護に関する意識の高揚を
図るため、昭和 30 年から法隆寺金堂が焼失した日である１月 26 日
を「文化財防火デー」と定めて文化財建造物等における防火運動を
全国で展開しています。
　当消防本部も文化財保護を目的として、消防機関だけでなく、関係者や地域住民等に幅広く文化財保護を呼び掛ける
ため、文化財防火の広報や対象施設関係者と合同で消防訓練を実施する予定です。

　12 月 11 日（金）及び 16 日（水）午後７時から各種事件事故の防止を図り、年末における住民の安心・安全を確保
するため和束町防犯ステーションによる年末警戒がおこなわれました。
　和束町防犯推進委員や木津警察署等の年末警戒部隊員が和束交番に集合し町長の激励を受けた後、3 台の車に分乗し
て町内をパトロールされました。

文化財防火デー

和束町防犯ステーションによる年末警戒

相楽中部消防組合消防本部　☎ 0774-72-2119　　http://www.sourakuchubu119-kyoto.jp/
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観光・イべント観光・イべント

い
づ
み
路
ハ
イ
キ
ン
グ

（
南
山
城
村
・
笠
置
町
・
木
津
川
市
連
携
事
業
）

～
関か
ん

西せ
い

鉄て
つ

道ど
う

と
大だ
い

仏ぶ
つ

鉄て
つ

道ど
う

の
歴
史
を
た
ず
ね
て
～

　

身
近
で
、
日
頃
な
に
げ
な
く
利
用
し
て
い
る
鉄
道
・
関
西
本
線
の

歴
史
と
、「
幻
の
大
仏
鉄
道
」を
、
今
一
度
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
す
ぐ

そ
こ
に
あ
る
鉄
橋
の
造
り
が
、実
は
最
古
の
も
の
で
あ
っ
た
り
、わ

ず
か
９
年
間
し
か
、営
業
運
転
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
路
線
が
あ
っ
た

り
ー
ー
。
こ
ん
な
、
鉄
道
の
歴
史
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

開
催
日
時　

２
月
６
日
（
土
）　
（
雨
天
決
行
）

集
合
場
所　

笠
置
町
産
業
振
興
会
館
（
Ｊ
Ｒ
関
西
本
線 

笠
置
駅
前
）

集
合
時
刻　

午
前
９
時
50
分

開
始
時
刻　

午
前
10
時
（
終
了
午
後
４
時
30
分
頃
・Ｊ
Ｒ
木
津
駅
東
口
）

内　
　

容　

午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

　
　
　
　
　

講
演
《
関
西
鉄
道（
関
西
本
線
・
大
仏
線
）開
通
ま
で
の

　
　
　
　
　

工
事
や
写
真
解
説
等
》

　
　
　
　
　

午
前
11
時
30
分　

現
地
見
学
・
ト
レ
ッ
ス
ル
橋（
笠
置

　
　
　
　
　

駅
徒
歩
３
分
）
Ｊ
Ｒ
移
動
…
加
茂
駅
…
大
仏
鉄
道
ハ
イ

　
　
　
　
　

キ
ン
グ
…
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
（
約
７
㎞
）

　
　
　
　
　

昼
食
：
パ
ン
・
牛
乳（
ク
ロ
ー
バ
ー
牧
場
）・
ス
イ
ー
ツ

募
集
人
数　

40
名
（
先
着
順
）

参　
加　
費　

１
０
０
０
円（
昼
食
代
・
ガ
イ
ド
・
保
険
料
等
）当
日
徴
収

　
　
　
　
　

※
別
途
交
通
費（
笠
置
～
加
茂
間
２
０
０
円
）が
必
要

　
　
　
　
　

に
な
り
ま
す
。

受
付
期
間　

１
月
12
日（
火
）～
26
日（
火
）

　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
（
※
土
日
を
除
く
）

申　
込　
先　

い
づ
み
路
観
光
協
議
会
事
務
局
（
南
山
城
村
産
業
生
活
課
）

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
５
（
直
通
）

　
　
　
　
　

※
お
電
話
で
の
申
込
に
限
り
ま
す
。

そ　
の　
他　

集
合
場
所
等
の
詳
細
は
、
参
加
者
に
別
途
ご
案
内
い
た

　
　
　
　
　

し
ま
す
。

　
　
　
　
　

※
キ
ャ
ン
セ
ル
の
場
合
は
、
２
月
２
日
（
火
）
ま
で
に

　
　
　
　
　
　

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
２
月
３
日（
水
）以
降
の
キ
ャ
ン

　
　
　
　
　
　

セ
ル
や
当
日
欠
席
の
場
合
は
キ
ャ
ン
セ
ル
料
が
必
要

　
　
　
　
　
　

と
な
り
ま
す
。

第６回全国ご当地鍋フェスタ「鍋－１グランプリ」
　12月６日（日）、第６回全国ご当地鍋フェスタ

「鍋－１グランプリ」がわかさぎ温泉笠置いこ
いの館前広場にて開かれました。
　今年は全国からご当地鍋 17 団体、ご当地
グルメ 16 団体が集まり、笠置町内からは 10
団体が出店しました。子どもが楽しめるキッ
ズイベントではミニボルダリングやカヌーの
展示、バブルキャンドルづくりがおこなわれ、
笠置の魅力が感じられる賑やかなイベントと
なりました。来場者は様々な種類の鍋を食べ
比べながら会場を歩き、太鼓の演奏やご当地
キャラのステージイベントを楽しみました。
　来場者の投票により決め
る「鍋－１グランプリ」には
キムチ日本一の都市研究会
の「各務原キムチ鍋」が選ば
れ、「鍋－１準グランプリ」
と「敢闘賞」には名阪上野
忍者ドライブインの「伊賀牛牛汁」と川政の「和牛ホルモン鍋」
がそれぞれ選ばれました。

所在地 会社・団体・個人名

大 阪 府 大 阪 市 有限会社 コモンズ

京都府木津川市 株式会社 京都銀行 木津支店

三 重 県 伊 賀 市 三交興業株式会社 名阪上野ドライブイン

京 都 府 京 都 市 ホテルセントノーム京都

京都府木津川市 京都中央信用金庫 加茂町支店

京 都 府 笠 置 町 一般社団法人 観光笠置

京都府南山城村 株式会社 石田自動車

京都府南山城村 京都やましろ農業協同組合 南山城村支店

京 都 府 笠 置 町 匿名

山 梨 県 甲 斐 市 株式会社 土埃

滋 賀 県 大 津 市 岩谷産業株式会社

京都府木津川市 南都銀行 加茂支店

京 都 府 笠 置 町 料理旅館 よしや

京 都 府 笠 置 町 自遊宿・料理旅館 松本亭

京 都 府 笠 置 町 募金箱
以上の方より協賛金を賜りました。ご協力いただき誠にあり
がとうございました。（受付順・敬称略）
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おしらせおしらせ
親
子
ふ
れ
あ
い
事
業

『
大
切
な
人
に
贈
る

バ
レ
タ
イ
ン
ケ
ー
キ
』

実
施
日　

２
月
11
日
（
木
・
祝
）

時　

間　

午
前
10
時
～
正
午

場　

所　

和
束
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

講　

師　

製
菓
衛
生
師　

中
坊
紘
子
さ
ん

参
加
対
象　

３
町
村
在
住
の
小
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

参
加
費　

１
５
０
０
円
／
組

定　

員　

先
着
10
組

申
込
受
付　

１
月
18
日（
月
）～
29
日（
金
）

　
　
　
　

※
土
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時

申
込
み　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５（
代
）

そ
の
他　

持
ち
物
等
、
詳
し
く
は
連
合
ホ
ー
ム

　
　
　
　

ペ
ー
ジ
ま
た
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

『
英
会
話
教
室
』

◦
和
束
町
教
室

実
施
日　

１
月
18
日
（
月
）

時　

間　

午
後
７
時
30
分
～
午
後
８
時
40
分

場　

所　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

講　

師　

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
バ
ー
ン
ズ
先
生

◦
南
山
城
村
教
室

実
施
日　

１
月
13
日
（
水
）・
27
日
（
水
）

時　

間　

午
後
７
時
30
分
～
午
後
８
時
30
分

場　

所　

南
山
城
村
文
化
会
館

講　

師　

ア
ル
ヴ
ィ
ン
・
ハ
ー
ト
先
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎ 

０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５（
代
）

『
親
と
子
の
茶
道
教
室
　
初
釜
』

実
施
日　

１
月
９
日
（
土
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

場　

所　

南
山
城
村
文
化
会
館

講　

師　

菅
瀬
操
仙
さ
ん

参
加
対
象　

親
と
子
の
茶
道
教
室
受
講
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　

☎ 

０
７
４
３
・
93
・
０
５
８
０

『
健
康
体
操
』（
笠
置
町
）

実
施
日　

１
月
21
日
（
木
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

場　

所　

笠
置
町
中
央
公
民
館

参
加
対
象　

笠
置
町
在
住
者

問
合
せ　

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　

☎ 

０
７
４
３
・
95
・
２
７
２
６

南
山
城
村
育
成
研
修
会

『
喫
煙
防
止・薬
物
乱
用
防
止
講
演
会
』

実
施
日　

１
月
23
日
（
土
）

時　

間　

午
後
７
時
～

場　

所　

南
山
城
村
文
化
会
館　

研
修
室

講　

師　

相
楽
薬
物
乱
用
防
止
推
進
委
員
会

　
　
　
　

西
部
清
志　

議
長

講
　
座

参
加
対
象　

南
山
城
村
在
住
・
在
勤
者

問
合
せ　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　

☎ 

０
７
４
３
・
93
・
０
５
８
０

第
23
回
相
楽
の
文
化
を
創
る
つ
ど
い

実
施
日　

２
月
７
日
（
日
）

時　

間　

午
前
11
時
30
分
～
午
後
４
時

　
　
　
　
（
午
前
11
時
開
場
）

場　

所　

精
華
町
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー「
か
し
の
き
苑
」

　
　
　
　

相
楽
郡
精
華
町
大
字
南
稲
八
妻
小
字

　
　
　
　

砂
留
22
ー
１

費　

用　

入
場
無
料

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
乗
り
合

　

わ
せ
、
送
迎
等
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

内　

容

　
【
第
１
部
】
消
費
生
活
講
座

　

・
落
語
「
か
わ
り
目　

悪
質
商
法
版
」

　
　
　

落
語
家　

林
家
染
二
氏

　

・
講
座
「
は
い
！
こ
ち
ら
相
楽
消
費
生
活
セ

　
　

ン
タ
ー
で
す
」

　
　
　

相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
消
費
生
活
相
談
員

　
【
第
２
部
】
舞
台
発
表

出
演
団
体
：
グ
リ
ー
ン
グ
ラ
ス
・
雅
岳
会
、

羽
場
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ
、
日
本
舞
踊
・
新

舞
踊　

ま
る
美
、
精
華
町
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
サ
ー
ク
ル
、
加
茂
太
極
拳
愛
好
会
、
ド

ル
チ
ェ
Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
、
木
津
川
市
山
城
町
生

涯
学
習
大
正
琴
サ
ー
ク
ル
、
関
西
詩
吟
文

化
協
会
加
茂
教
室
、
朗
読
い
ず
み

問
合
せ　

第
23
回
相
楽
の
文
化
を
創
る
つ
ど
い

　
　
　
　

実
行
委
員
会

　
　
　
　

☎ 

０
７
７
４
・
72
・
０
４
２
１

主　

催　

第
23
回
相
楽
の
文
化
を
創
る
つ
ど
い

　
　
　
　

実
行
委
員
会
、
京
都
府

協　

賛　

Ｋ
Ｃ
Ｎ
京
都

後　

援　

相
楽
郡
広
域
事
務
組
合
（
木
津
川
市
・

　
　
　
　

笠
置
町
・
和
束
町
・
精
華
町
・
南
山

　
　
　
　

城
村
）、
精
華
町
社
会
福
祉
協
議
会
、

　
　
　
　

京
都
新
聞

第34回南山城村文化のつどい いきいきふれあいフェスタ2016
期　間　２月 21 日（日）～ 27 日（土）
時　間　午前 10 時～午後５時
　　　　※ 27 日は午後４時まで
場　所　南山城村文化会館
内　容　特別公演・舞台発表・
　　　　作品展示・体験教室
　　　　など
※詳しくは２月に各戸配布します
　チラシをご覧ください。

日　時　２月 13 日（土）
　　　　午前 10 時～午後 4 時
　　　　※舞台発表は午後 1 時 30 分～午後 3 時 30 分
場　所　笠置町産業振興会館
内　容　舞台発表・作品展示
　　　　など

※詳しくは各戸配布（笠置町のみ）
　しますチラシをご覧ください。

催
　
し

お
し
ら
せ

�



人
権
相
談
・
行
政
相
談
（
笠
置
町
）

実
施
日　

１
月
19
日
（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

場　

所　

笠
置
会
館
１
階
会
議
室

問
合
せ　

笠
置
町
税
住
民
課
（
人
権
相
談
）

　
　
　
　

総
務
財
政
課
（
行
政
相
談
）

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１
（
代
）

行
政
相
談
（
和
束
町
）

実
施
日　

１
月
20
日
（
水
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

場　

所　

和
束
町
役
場
１
階
相
談
室

問
合
せ　

和
束
町
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
１
（
代
）

人
権
相
談
（
和
束
町
）

実
施
日　

１
月
27
日
（
水
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

場　

所　

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

和
束
町
人
権
啓
発
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
４
８
８

人
権
・
行
政
・
困
り
事
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日

１
月
20
日
（
水
）

時　

間　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　

所　

南
山
城
村
役
場
会
議
室

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２（
直
通
）

無
料
法
律
相
談
（
南
山
城
村
）

実
施
日

１
月
20
日
（
水
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
５
時

場　

所　

南
山
城
村
役
場
会
議
室

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２（
直
通
）

　

※
無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

健
康
相
談
（
笠
置
町
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

問
合
せ　

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１（
代
）

健
康
相
談
（
南
山
城
村
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

問
合
せ　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
２
９
４

き
こ
え
の
相
談
会

　
「
最
近
、
電
話
で
相
手
の
声
が
聞
き
取
り
に
く

い
」「
騒
が
し
い
場
所
で
の
会
話
が
聞
き
取
り
に

く
く
な
っ
た
。」「
補
聴
器
を
使
っ
て
み
た
い
が

…
」
な
ど
耳
の
こ
と
で
悩
ん
で
お
ら
れ
ま
せ
ん

か
。
年
齢
と
と
も
に
、
誰
で
も
耳
が
遠
く
な
っ

て
く
る
も
の
で
す
。

　

自
分
の
聴
力
が
ど
の
く
ら
い
な
の
か
一
度
、

聴
力
測
定
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

日　

程

１
月
19
日（
火
）

　
　
　
　

①
午
前
10
時
～　

②
午
前
11
時
～

　
　
　
　

③
午
後
１
時
～　

④
午
後
２
時
～

場　

所　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
相
楽
会
館
内
）

内　

容　

聴
こ
え
に
関
す
る
相
談
、
聴
力
測
定

　
　
　
　
（
聴
力
測
定
を
ご
希
望
の
方
は
１
時
間

　
　
　
　

程
度
）

対　

象　

木
津
川
市
・
相
楽
郡
内
に
お
住
ま
い
で

　
　
　
　

聴
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら
れ

　
　
　
　

る
方
と
そ
の
ご
家
族

費　

用　

無　

料

申
込
み　

お
電
話
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
１
月
12
日

　
　
　
　
（
火
）ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

ご
予
約
の
際
、
お
名
前
・
年
齢
・
住
所
・

　
　
　
　

電
話
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）・
相
談
内
容
・

　
　
　
　

ご
希
望
の
時
間
帯
を
お
知
ら
せ
く
だ

　
　
　
　

さ
い
。
申
込
み
が
多
い
場
合
は
、
変

　
　
　
　

更
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

　
　
　
　

の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

〒
６
１
９
ー
０
２
１
４

　
　
　
　

木
津
川
市
木
津
上
戸
15

　
　
　
　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

０
７
７
４
・
72
・
６
８
６
２

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
75
・
２
０
３
０

出
張
が
ん
個
別
相
談
会

　

が
ん
に
関
わ
る
様
々
な
相
談
を
お
受
け
す
る

窓
口
と
し
て
、
京
都
府
山
城
南
保
健
所
で
出
張

個
別
相
談
会
を
行
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

実
施
日　

１
月
５
日
（
火
）、
２
月
２
日
（
火
）、

　
　
　
　

３
月
１
日
（
火
）

　
　
　
　

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
午
後
３
時
30
分

場　

所　

京
都
府
山
城
南
保
健
所

相
談
員　

保
健
師
又
は
看
護
師

相
談
料　

無　

料

予　

約　

事
前
に
京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援

　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
出
張
相
談
以
外
に
が
ん
総
合
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
で
通
常
相
談（
電
話
及
び
対
面
）を

月
～
金（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）の
午
前
９

時
～
正
午
、午
後
１
時
～
午
後
４
時
に
実
施
し
て

い
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
京
都
市

　

南
区
東
九
条
下
殿
田
町
43
メ
ル
ク
リ
オ
京
都
２
階
）

　
　
　
　

☎ 

０
１
２
０
・
０
７
８
・
３
９
４

　
　
　
　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

おしらせおしらせ

就
職
相
談
会

（
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
方
の
相
談
会
）

　

地
域
で
暮
ら
し
て
お
ら
れ
る
し
ょ
う
が
い
者

の
方
の
自
立
し
た
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、

就
職
に
つ
い
て
の
相
談
と
情
報
の
提
供
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
同
行
・
登

録
手
続
き
の
支
援
、
就
職
先
の
相
談
、
就
職
活

動
の
支
援
、
就
職
後
の
定
着
の
支
援
、
就
労
系

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
紹
介
等
。

日　

時

１
月
12
日
（
火
）・
26
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　

所　

京
都
府
木
津
川
市
木
津
駅
前
１
ー
10

       　
（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅 

西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
前
す
ぐ
）

費　

用　

無　

料

問
合
せ　

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン

　
　
　
　

タ
ー
「
あ
ん
」

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
71
・
０
７
０
１
ま
た
は

　
　
　
　

☎
０
８
０
・
１
４
２
８
・
３
４
２
０

　
　
　
　

０
７
７
４
・
71
・
０
７
０
５

１
月

実
施
日

29
日
（
金
）

18
日
（
月
）

笠
置
会
館

飛
鳥
路
集
会
所
場　

所

１
月

実
施
日

29
日
（
金
）

22
日
（
金
）

20
日
（
水
）

高
尾
公
民
館

童
仙
房
公
民
館

本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

場　

所

ご寄附ありがとうございました「和束町ふるさと応援寄附金基金」へ次のとおりご寄附をいただきました。（平成 27 年 11 月受付）。
　氏　名：匿名希望　住　所：京田辺市　　　寄附金：20,000 円
　氏　名：匿名希望　住　所：東京都大田区　寄附金：10,000 円
　ありがとうございました。お寄せいただいた寄附金は、和束町のまちづくりのため有効に活用させていただきます。

相
　
談

�



おしらせおしらせ

「第43回ふるさとの水と緑を守るつどい」河川美化功労者表彰

放送大学で学んでみませんか？

　木津川を美しくする会主催の「第 43 回ふるさとの水と緑を守る
つどい」が、11 月 25 日（水）に、山城南保健所２階講堂で開かれ
ました。木津川を美しくする会では、木津川の美しい景観を次世代
に残すため、ボランティアの方と共に河川敷の草刈りやゴミ拾いを
行う活動をおこなっています。
　式典の中で、河川美化の活動に功績のあった個人・団体として、

「笠置町花いっぱい委員会保全チーム」が選ばれ、河川美化功労者表彰
を受賞されました。
　これからも木津川を美しくする活動に取り組んでいきます。

　放送大学では平成28年度第１学期（４月入学）の学生を
募集中です。
　放送大学はテレビ等の放送やインターネットを通して
学ぶ通信制の大学です。
　心理学・福祉・経済・歴史・文学・自然科学など、幅広い
分野を学べます。
　働きながら学んで大学を卒業したい、学びを楽しみたい
など、様々な目的で幅広い世代、職業の方が学んでいます。

◦ 15 歳以上の方なら、１科目から学習する選科履修生・科目
履修生として入学できます。

◦ 18 歳以上の大学入学資格をお持ちの方なら、入学試験はなく、
全科履修生として入学でき、４年以上在学して、　124 単位を
修得し卒業すると、学士（教養）の学位を取得できます。

◦一つの分野を体系的に学びたい方には「放送大学エキスパート」
　を実施しています。

　出願期間は第１回は２月29 日（月）まで、第２回は
３月 20 日（日）まで。資料を無料で差し上げています。
　お気軽に放送大学奈良学習センター（☎0742-20-7870）
までご請求ください。放送大学ホームページでも出願でき
ます。

１．募集職種・採用予定人数・応募資格

　※ただし、地方公務員法第 16 条各号に規定されている次のいずれかに
　　該当する人は、受験できません。
　１　成年被後見人又は被保佐人（法改正の経過措置として準禁治産者を含む）
　２　禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受
　　　けることがなくなるまでの人
２．試験実施日及び内容
　第１次試験
　　２月２日（火）午後５時15 分までに提出されたエントリーシートに
　　よる書類選考を実施する。
　　結果は、合格・不合格にかかわらず、本人に通知いたします。
　　第２次試験以降は合格者に対してそれぞれ行います。
　第２次試験　
　　実　施　日　２月 14 日（日）
　　試験内容　教養試験・事務適性検査
　第３次試験　
　　実　施　日　３月上旬予定
　　試験内容　記述試験・グループ討議・面接

和束町職員（一般事務職）を募集します ３．提出書類
　和束町職員採用試験申込書（和束町役場総務課にあります）
　和束町職員採用試験エントリーシート
　　（和束町役場総務課にあります）ホームページでもダウンロードができ
　　ます。http://www.town.wazuka.lg.jp/
　履歴書（市販のものに、最近６か月以内に撮影した写真を貼付）
　受験票返信用封筒（長３サイズ 120mm×235mm の封筒に返信宛名を
　　　　　　　　　　明記し、392 円分（簡易書留）の切手を貼付）
　その他　第３次試験合格者については後日最終学校卒業証明書を提出
　　　　　していただきます。
４．応募受付期間
　　１月 20 日（水）から２月２日（火）まで（但し、閉庁日は除く）
　　午前８時 30 分から午後５時 15 分まで
　　郵送の場合は封筒の表に「採用試験受験書類在中」と朱書きし、必ず
　　簡易書留で送付して下さい。（２月２日（火）必着）
５．採用予定日
　　平成２８年４月１日（金）
６．給　与
　　和束町職員の給与に関する条例の規定に基づき支給されます。
７．問合せ及び提出先　和束町役場総務課
　　〒619-1295　京都府相楽郡和束町大字釜塚小字生水 14 番地の２
　　☎ ０７７４ー７８ー３００１（内線３１５）

　11 月 27 日（金）、京都府総合見本市会館にて《第18 回京都府生しいたけ
品評会》が開催されました。
　南山城村からは、
　全国農業協同組合連合会京都府本部運営委員会長賞に内藤芳男さん、
　京都府特用林産振興連絡会長賞に西村秀俊さん、
　京都府特用林産振興連絡会奨励賞に山田一貴さんが選ばれました。

第18回 京都府生しいたけ品評会
受賞おめでとうございます！

12 月号で左記のとおり間違いがありましたので、訂正してお詫びいたします。
　12月号 5ページの南山城村親善（PR）大使の話題　　（誤）河内屋菊水丸　→　（正）河内家菊水丸
　12月号 14ページの卓球教室のお知らせ　　　　　　（誤）森川あゆみ　　→　（正）林あゆみ

内藤芳男さん出品の原木しいたけ

職種 採用予定人数 応募資格
一般

事務職 若干名 昭和60年４月２日以降に生まれた人で、高等学校
卒業以上の学歴若しくは、同等の学力を有する人

職員採用試験案内

�



和束町体験交流センター図書室より

★ Pick UP ★
　「終わった人」

　大手銀行に勤務し仕事
一筋だった男が定年を迎
え、職探しをするが高学
歴や立派な職歴が邪魔を
してうまくいかない・・・。
　生甲斐を求め居場所を探してあがき続
ける。シニア世代の問題、現役世代にとっ
ても将来避けられないテーマを描いた小
説です。 ☆３町村のどなたでも借りられます。最寄の図書室でリクエストしてください。

☆『お話しを絵にしよう』作品募集要中のご案内
　あなたの好きな本を読んで、感じたことや思ったことを絵にしてください。
◇募集要項は「れんけい 12 月号」、または図書室においていますチラシをご覧ください。
◇１月 31 日（日）までに提出してください。
◇作品は２月から和束町住民ホール等に展示し、終了
　後作品はお返しします。なお、詳しい展示期間は次号
　でお知らせします。
　また、参加者には参加賞をお渡しします。

☆『おはなしのじかん』のご案内
　日　時　１月24日（日） 午前 10時30分～
　場　所　和束町体験交流センター

図書室の連絡先
笠置町中央公民館図書室………… ☎ 0743-95-2726
和束町体験交流センター図書室… ☎ 0774-78-4013
南山城村図書室…………………… ☎ 0743-93-0522

消
費
生
活
の
相
談
や
苦
情
は
お
気
軽
に

相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
又
は
来
所
）　

　　

☎
０
７
７
４
・
72
・
９
９
５
５

（
ナ
ニ
？
キ
ュ
ー
キ
ュ
ー
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
）

相
談
は
無
料
で
す
。　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。　

　

※
「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」は
、「
１
８
８（
い
や
や
）」
番

　
　
で
の
案
内
を
開
始
し
ま
し
た
。

相
談
日　

月
～
金（
祝
・
休
日
、年
末
年
始
除
く
）

相
談
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

住　

所　

木
津
川
市
木
津
上
戸
15　

相
楽
会
館
１
階　

京
都
府
木
津

　
　
　
　

総
合
庁
舎
東
隣（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
東
出
口
か
ら
徒
歩
５
分
）

　
　
　
　

※
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
（
年
末
年
始
除
く
）
は

　
　
　
　
　

☎
０
７
５
・
２
５
７
・
９
０
０
２
へ
（
電
話
の
み
）

Q
「
不
用
品
は
な
い
で
す
か
、

古
着
、
電
気
製
品
等
何
で
も
買

い
取
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。」

と
電
話
が
あ
っ
た
。
来
て
も

ら
っ
た
と
こ
ろ
、業
者
は
用
意
を

し
て
い
た
古
着
等
に
は
見
向
き

も
せ
ず
に
「
他
に
ア
ク
セ
サ
リ
ー

等
の
貴
金
属
は
な
い
か
。」
と

言
っ
た
。「
な
い
」と
言
っ
た
ら
、

何
も
引
き
取
ら
ず
に
帰
っ
て
し

ま
っ
た
。
約
束
が
違
う
。

（
70
歳
代　

女
性
）

A
買
い
取
り
業
者
は
、消
費
者

か
ら
の
申
し
込
み
が
な
け
れ

ば
、
突
然
訪
問
を
し
て
勧
誘
す

る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
相
場
が
高
騰
し
て
い
る
貴

金
属
類
を
買
い
取
る
の
が
目
的

と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
勧
誘
時

に
は
他
の
商
品
を
口
実
に
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

不
用
品
回
収
サ
ー
ビ
ス
で

は
、
ト
ラ
ッ
ク
で
巡
回
を
し
て

い
た
り
、
チ
ラ
シ
を
投
函
し
た

り
し
て
無
料
で
回
収
を
し
て
い

る
業
者
も
あ
り
ま
す
が
、
廃
棄

物
の
回
収
に
は
一
般
廃
棄
物
収

集
運
搬
業
の
許
可
ま
た
は
市
町

村
の
委
託
が
必
要
で
す
。
無
許

可
で
営
業
を
し
て
い
る
場
合

は
、不
法
投
棄
を
し
た
り
、回
収

し
た
商
品
を
適
切
な
処
分
が
な

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
す
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。
テ
レ
ビ
、

エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
、

衣
類
乾
燥
機
等
の
処
分
に
は
家

電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
よ
り
リ
サ

イ
ク
ル
料
金
な
ど
が
必
要
で

す
。
処
分
を
し
た
い
時
は
、
市

町
村
の
ゴ
ミ
処
理
方
法
を
確
認

し
て
、
買
取
り
を
希
望
す
る
場

合
で
も
、
業
者
が
信
頼
で
き
る

と
こ
ろ
か
ど
う
か
を
よ
く
見
極

め
ま
し
ょ
う
。

不
用
品
を
処
分
し
た
い
、ど
こ
に
頼
め
ば
い
い
の
？

図書室図書室 消費者生活消費者生活
今月の新着図書

町村別 種　類 タ イ ト ル 著 者 名

笠　置　町

一般書
アンタッチャブル 馳　星周
日付変更線　上下 辻　人成
廃駅ミュージアム 笹田　昌宏

児童書
２分の１　成人式 井上　林子
ステラと未来 種田　陽平
酒天童子 竹下　文子

和　束　町

一般書
下流老人 藤田　孝典
人生に美を添えて 大村　智
終わった人 内館　牧子

児童書
おならをならしたい 鈴木　のりたけ
おはなしきょうしつ さいとう　しのぶ
おじいちゃんが孫に語る戦争 田原　総一朗

南山城村

一般書
まったなし 畠中　恵

「だから、生きる。」 つんく♂
口福だより 広田　千悦子

児童書
ちか 100 かいだてのいえ いわい　としお
おり紙ヒコーキ大集合 戸田　拓夫
エルトゥールル号の遭難 寮　美千子

図 書 室
　 だ よ り

�
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編
集
・
発
行
　
相
楽
東
部
広
域
連
合

〒
619-1205　

京
都
府
相
楽
郡
和
束
町
大
字
中
小
字
平
田
23番

地
の
1

TEL：
0774-78-0120　

　
FA
X
：
0774-78-0121

「未来にはばたけ　元気な子！」
写真募集！

対　　象：笠置町・和束町・南山城村在住で、
　　　　　３歳までの幼児。
　応募方法については、相楽東部広域連合
のホームページをご覧ください。
　http://www.rengou.jp/
※ご提供いただいた写真および個人情報は「広報
　れんけい」以外の目的には使用いたしません。

　問合せ　相楽東部広域連合総務課
　☎０７７４－７８－０１２０
　e-mail  rengou-soumu@rengou.jp

● 　笠　置　町　●
人　口　1,474 人　（−7）
世帯数　　660世帯（−2）

　〒619-1303　京都府相楽郡
笠置町大字笠置小字西通90-1
TEL：0743-95-2301
FAX：0743-95-2961
http://www.town.kasagi.lg.jp/

● 　和　束　町　●
人　口　4,242 人　（−6）
世帯数　1,730 世帯（＋1）

　〒619-1212　京都府相楽郡
和束町大字釜塚小字生水14-2
TEL：0774-78-3001
FAX：0774-78-2799
http://www.town.wazuka.lg.jp/

● 　南山城村　●
人　口　2,938 人　（＋1）
世帯数　1,250 世帯（＋6）

　〒619-1411　京都府相楽郡
南山城村大字北大河原小字久保14-1
TEL：0743-93-0101
FAX：0743-93-3030
http://www.vill.minamiyamashiro.lg.jp/

人口・世帯数（平成27年 12月 1日現在）３町村人口

笠置町・和束町・南山城村、３町村をつなぐ広報紙

未来にはばたけ　元気な子！

　稲
いな

葉
ば

  妃
み

水
み

ちゃん
笠置町　笠置
平成 25 年９月４日生
お話大好き妃水。
たくさんお喋りしようね。

　畑
はた

　柚
ゆず

希
き

くん
和束町　釜塚　
平成 25 年 11 月 25 日生
秋祭り、親子三代で鯖寿司を
作りました。柚希はママと
ばぁばの応援団になってくれ
ました。

　京都府及び京都府地球温暖化防止活動推
進センターが実施する「平成27年度夏休み
省エネチャレンジ」において、笠置小学校
が参加児童率部門の優秀賞を受賞し、12 月
13日（日）におこなわれた「京都環境フェス
ティバル 2015」で表彰されました。
　この取組は、「シャワーを出しっぱなしに
しない」「エアコンはできるだけ使わない」
など家庭でできる温暖化対策を児童やその
家族で１週間チャレンジし、省エネに関す
る理解を深めることを目的としています。
　笠置小学校では児童全員がこのチャレン
ジに取組み、優秀な結果が認められました。

夏休み省エネチャレンジで優秀賞を受賞
環　境環　境

6年生代表と瓦俊夫校長


